
 

平成１９年度「介護予防に関する実態調査」及び「高齢者等実態調査」

の調査結果について 
 
１ 調査の目的 
高齢者が住み慣れた地域や家庭で安心して暮らせるよう、高齢者福祉施策を進めるた

め、北九州市に在住する高齢者等の保健福祉に関する意識やニーズ等を把握し、介護保

険事業計画を包含する次期高齢者支援計画（計画期間：平成21～23年度）策定にあた

っての基礎資料とする。 

また、今回の２つの調査の中で、介護保険に関する意識やニーズ等に係る項目を設け、

マニフェストに掲げる「介護保険の実態調査」として位置づけ実施した。 
 
２ 調査の対象及び回収率等  ＊以下における「高齢者」とは 65 歳以上の者をいう。 
 

Ａ 介護予防に関する実態調査 ＊平成 18 年度に引続き実施 
目的 高齢者の介護予防や地域包括支援センターに関する意識、ニーズ等の把握。 

 対象者数 回収数 回収率 対象 
未申請、非該当、 
要支援１、要支援２、要介護１ 

８，０００人 ４，３１０人 ５４．３% 

方法 郵送による配布回収。 
期間 平成 19 年 11 月 16 日～12 月 14 日（調査基準日：平成 19 年 10 月 1 日） 

 
Ｂ 高齢者等実態調査  ＊3年に 1回実施 

目的 高齢者等の保健福祉に関する意識や新たなニーズの把握。 
 対象者数 回収数 回収率 
①一般高齢者 ２，０００人 １，４５２人 ７２．６％ 
②在宅（要支援・要介護）高齢者 ２，５００人 １，４８４人 ５９．４％ 
③施設入所高齢者 ６００人 ３６５人 ６０．８％ 
④若年者（40～64 歳） ２，０００人 １，１７１人 ５８．６％ 

対象 

      計 ７，１００人 ４，４７２人 ６３．０％ 
方法 一般高齢者、在宅（要支援・要介護）高齢者、若年者は、郵送による配布回収。 

施設入所高齢者は市職員及び臨時職員による訪問面接。 
期間 平成 19 年 11 月 1 日～12 月 17 日（調査基準日：平成 19 年 10 月 1 日） 
＊「施設入所高齢者」の回収数は、本人の意思確認ができないなどによる調査不能を除く有効回答数。 

 
 
 
 
 
 

 

 
Ｃ介護保険の実態調査 

Ｂ高齢者等実態調査 

 ・生きがいづくり・社会参加 
 ・認知症、権利擁護 等 
 
 

Ａ介護予防に関する実態調査 

・介護予防 
  ・地域包括支援センター 等 
 
 
 ・介護保険に関する意識・ニーズ等  ・介護保険に関する意識・ニーズ等 

北九州市保健福祉局



 

 

＊対象／未申請、非該当、要支援１、要支援２、要介護１の高齢者 

（すべての対象者に同じ設問） 

 

(1)介護予防の理解度 「介護予防」という言葉は浸透 

【予防Ｐ３１】  

介護予防という言葉やその意味・

意義の認知度については、「理解し

ている」が 41.1％、「聞いたことはあ

る」は 46.0％で、あわせて約９割とな

っており、「聞いたこともない」は

9.7％となっている。 
 

 

 

(2)介護予防の取り組み状況 ３人に２人は日頃から取り組んでいる 

【予防Ｐ３４】  

健康づくりや介護予防のために日頃から

取り組んでいることがあるか尋ねたところ、

「ある」が 65.0％、「特にない」が35.0％となっ

ている。 
 

 

 

 

 

(3)介護予防の取り組み内容 休養や睡眠を十分にとるが８割 

【予防Ｐ３５】 (複数回答) 

健康づくり・介護予防に取り組んでいる人（2,441 人）に、内容を尋ねたとこ

ろ、「休養や睡眠を十分とる」が 79.6％で最も多く、次いで「栄養バランスのと

れた食事をとる」が 75.7％、「規則正しい生活」が 73.2％となっている． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)介護予防の理解度と取り組み状況 理解するほど高い取り組み状況 

【予防Ｐ３４】  

介護予防の意義等を「理解している」人の 79.0％が、日頃から介護予防等

に取り組んでおり、「聞いたことがある」57.8％、「聞いたこともない」40.1％の取

り組みを大きく上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

(5)介護予防の取り組みをしない理由  体力や気力がないが６割 

【予防Ｐ３７】 (複数回答) 

介護予防などに取

り組んでいない人

（1,312 人）に理由を 

尋ねたところ、「体力

や気力がない 」が

60.0％、次いで「どの

ようなことに取り組め

ばよいかわからない」

が 35.6％となってい

る。 
 

(6)体調の変化・体調が良くなった原因  

体調が良くなった原因は自分でできるだけ動くこと 

【予防Ｐ１２・１３】  

この１年間の体調変化については、「良くな

った」が 8.0％、「変わらない、わからない」が

41.9％、「悪くなった」が 43.3％となっている。 

「良くなった」

と 回 答 し た 人

（343 人）に、そ

の原因を尋ねた

ところ、「自分で

できる限り動くよ

うにしたため」が

54.2％で最も多

くなっている。 

(7)地域包括支援センターの周知 「知っている」は４割 

【予防Ｐ６１】  

地域包括支援センターの開設については、「知っている」が 36.3％、「知ら

ない」が 63.7％となっている。 
 

 

(8)地域包括支援センターの利用経験・利用時の満足度  

地域包括支援センター利用者に高い満足度 

【予防Ｐ６４・P６５】  

「利用したことがある」が 14.7％、「利用し

たことはない」が 85.3％となっている。 

そのうち、センターの利用経験者に職員

の対応に対する満足度を尋ねたところ、

「満足」が 77.5％、「不満」が 9.3％、「どちら

でもない」が 7.6％となっている。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

(9)地域包括支援センターが重点を置くべき施策 相談体制の強化 

【予防Ｐ６９】 (複数回答) 

「介護問題に対する相談体制の強化」が 56.2％、「地域包括支援センター

の機能・役割の一層の周知」が 41.8％、「設置場所がわかりやすい案内表示

や看板等の整備」36.0％となっている。 

7 7 .5% 9 .3 % 7 .6 %

5 .5 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 不満 どちらでもない 無回答

特にない

35 .0%

ある

65 .0%

35 .6%

27 .9%

4 .7%

8 .7%

26 .7%

9 .5%

60 .0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

金銭的余裕がない

時間的な余裕がない

体力や気力がない

どのようなことに

取り組んでよいかわからない

興味関心がない

変わらない、

わからない

41 .9%

良くなった

8.0%

悪くなった

43 .3%

13 .1 %

40 .8 %

31 .5 %

54 .2%

7 .3 %

0 .9 %

1 .5 %

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

わからない

その他

自分でできる限り動くようにした

専門家の指導でリハビリなどを受けた

治療を受け、けがや骨折がなおった

治療を受け、病気が治った

利用した

ことはない

85 .3%

利用した

ことがある

14 .7%

41 .8%

34 .9%

22 .9%

56 .2%

36 .0%

25 .4%

27 .0%

6 .0%

0 .0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

その他

子どもや障害者の相談体制

職員の専門知識･接遇態度の向上

わかりやすい案内表示・看板等の整備

機能・役割の周知

介護予防・健康づくり等の情報収集・提供

権利擁護・虐待防止に関する相談体制強化

介護問題に関する相談体制強化

＜利用時の満足度＞ 

無回答

3.2%

聞いたことも

なく、意味も

分からない

9.7%

聞いたこと

はある

46 .0 %

理解

している

41 .1 %

53 .3%

49 .7%

64 .4%

60 .4%

29 .0%

79 .6%

73 .2%

75 .7%

69 .9%

0 .1%

1 .5 %

4 .9%

4 .3%

13 .8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

ﾃﾞｲｹｱ・通院・ﾘﾊﾋﾞﾘ

趣味を持ち楽しむ

その他心がけていること

ボランティアなど

ストレスを溜めない

できるだけ外出

口や歯の手入れ

定期的な運動

酒やタバコを控える

定期的に健康診断

栄養ﾊﾞﾗﾝｽよい食事

規則正しい生活

休養や睡眠

取り組んでいる

79.0% 取り組んでいる

57 .8% 取り組んでいる

40 .1%

取り組んでいない

21.0% 取り組んでいない

42 .2% 取り組んでいない

59 .9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

理解している 聞いたことはある 聞いたこともない

介護予防に関する実態調査（結果概要） 

＜体調が良くなった原因＞（複数回答） 

Ａ 
Ａ

N=4,310 

N=3,753 

N=2,441 

N=343 

N=1,312 

N=3,753 

N=3,572 

N=525 

N=2,716 

N=4,310 

＜1 年間の体調変化＞ 



（％）

17.9 17.3 19.9

25.5 28.8 9.3 7.4

10.6

73.3

10.2

0.3

11.8

12.5

0.5

4.5

3.3 20.0

1.9

4.0 4.5 4.0

6.8

4.9

0 20 40 60 80 100

　　　一般

Ｎ＝1,452

　　　在宅

Ｎ＝1,484

　　施設

Ｎ＝365

ほとんど問題なく生活を送ることができる

交通機関等を利用して外出することができる

となり近所へなら外出することができる
介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活することができる

外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

自力で車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行うことができる

一日中ベッド上で過ごし、自力で寝返りを打つことができる

一日中ベッド上で過ごし、自力では寝返りも打てない

無回答

 

＊「一般高齢者」は「一般」、「在宅(要支援・要介護)高齢者」は「在宅」、「施設入

所高齢者」は「施設」、「若年者（４０～６４歳）」は「若年」と表記。 

(1)日常生活の状態 一般高齢者の７割以上は問題なく生活を送っている 

【高齢Ｐ１４】 ＊対象／「一般」、「在宅」、「施設」 

 「一般」では73.3％が、「ほとんど問題なく生活をおくることができる」と回答。

「在宅」では回答が分散しているが、介助による外出も含めると、外出できる

状態にある人は 57.2％と半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)老後に向けた準備の開始年齢 「５０～５４歳」が最多 

【高齢Ｐ１９】 ＊対象／「若年」 

「若年」の老後に向けた準備の開始

年齢をみると、「５０～５４歳」が 26.4％と

最も多く、全体としては５０歳代を開始

年齢とする人の割合が多い。 

 

 

(3)高齢者の望ましい社会参加活動 

【高齢Ｐ１９】 ＊対象／「一般」、「在宅」、「施設」 

「元気な限り働くこと」や「趣味・スポーツを楽しむこと」を重視している人

が多く、特に「一般」ではその傾向が顕著である。一方、ボランティア活動や

生涯学習活動への関心は全体的に低い。 

（％）

29.7

27.7

10.3

3.4

10.8

18.1

0 10 20 30 40 50

趣味・スポーツを楽しむこと

元気な限り働くこと

自分のできることや経験を
生かしたボランティア活動

老人大学・カルチャーセンター等

の生涯学習活動

その他

無回答

N=3,301

 

(4)現在の暮らし向き 一般高齢者・在宅高齢者ともにほぼ満足 

【高齢Ｐ６９】 ＊対象／「一般」、「在宅」、「施設」、「若年」 

全体では「家計にあまりゆとりがないが、それほど心配せずに暮らしてい

る」が 50.4％と最も多く、次いで「家計にゆとりがなく、多少心配である」が

22.0％、「家計にゆとりがあり、全く心配せずに暮らしている」が 8.7％の順と

なっている。 

（％）

8.7

50.4

22.0

8.0

4.1

0.8

6.0

0 20 40 60

家計にゆとりがあり、まったく

心配せずに暮らしている

家計にあまりゆとりはないが、

それほど心配せずに暮らしている

家計にゆとりがなく、多少心配である

家計が苦しく、非常に心配である

わからない

その他

無回答

N=4,470

 

(5)近所付き合いの程度 ４人に１人が困った時に助け合える親しい人がいる 

【高齢Ｐ４１】 ＊対象／「一般」、「在宅」、「若年」 

全体では「困ったときにも助け合える親しい人がいる」が 24.9％と最も多く、

次いで「立ち話をする程度」が 23.3％、「あいさつ程度」が 19.7％となってい

る。また、「困ったときにも助け合える親しい人がいる」と回答したのは、「一

般」が最も多く 28.0％、「在宅」が 24.6％、「若年」が 21.5％となっている。 

24.9

10.5

23.3

19.7

13.7

1.8

6.1

28.0

14.3

27.2

16.7

6.4

1.0

6.4

24.6

7.3

16.6

17.5

22.0

3.4

8.5

21.5

9.9

26.9

26.3

12.1

0.6

2.7

0 10 20 30 40 50

何か困ったときにも助け合える親しい人がいる

お互い訪問し合う程度の人がいる

立ち話をする程度の人がいる

あいさつをする程度の人がいる

ほとんど付き合いはない

その他

無回答

全体N=4,105 一般N=1,452

在宅N=1,484 若年N=1,169

(％）

 

(6)認知症に対する不安 最大の不安は家族への迷惑 

【高齢Ｐ４５】 ＊対象／「一般」、「在宅」、「若年」(複数回答) 

どの対象も「家族に迷惑をかけそう」が最も多く、「一般」が 46.3%、「在宅」

が 46.2％、「若年」が 63.0％となっている。「一般」、「在宅」では、次いで「認

知症になっても自宅で生活できるか」、「もの忘れと認知症の違いがわから

ない」の順となっている。一方、「若年」は、「介護する家族の負担を軽減す

るサービスが十分か」、「認知症になったときに入れる施設があるか」の順と

なっている。 

(7)虐待に至る要因として考えられること 大きい介護者の負担 

【高齢Ｐ５０】 ＊対象／「在宅」の介護者(複数回答) 

介護者が虐待に至る要因として考えられることは、「介護者の介護疲れや

精神的なストレス」が 57.7％と最も多く、「高齢者本人に認知症による周辺

症状がある」が 33.3％、「介護者の家族や親族などの協力がなく、一人で抱

え込んでしまっている」が 30.9％となっている。 

 

(8)介護が必要になった時に希望する生活場所 根強い「在宅」ニーズ 

【高齢Ｐ６２】 ＊対象／「一般」、「在宅」 

「ショートステイなどを利用しながら在宅で生活」と回答した人が、「一般」・

「在宅」ともに約半数に達しており、在宅での生活を望む人が多い。 

 

(9)今後の希望する介護のあり方 本人同様に介護者も在宅を希望 

【高齢Ｐ８１】 ＊対象／「在宅」の介護者 

(8)と同様に、介護者が希望

する「今後の介護のあり方」に

おいても、「自宅で介護した

い」が37.5％と最も多い。自宅

以外での介護である、「施設

に入所させたい」（13.0％）、

「有料老人ホームなどに入居

させたい」（8.5％）を合わせて

も 21.5％であり、自宅での介

護を望む介護者が多い。 

 

(10)高齢者福祉に対する重点施策 ニーズ高い在宅生活の支援 

【高齢Ｐ７２】 ＊対象／「一般」、「在宅」、「施設」、「若年」(複数回答) 

全体では、「在宅介護のための訪問サービス」を重視する人が 37.3％と

最も多く、次いで「在宅で介護する家族に対する支援の充実」が 34.9％、

「配食サービスの充実」が 34.1％となっており、上位３項目をみると、在宅で

の生活支援に関する施策を重視している人が多い。 

 高齢者等実態調査（結果概要） 

元気な限り働くが３割 

（Ｎ＝「一般」＋「在宅」＋「施設」） 

無回答

3.6%６５歳以上

2.3%

６０歳～

６４歳

10.0%
５５歳～

５９歳

17.6%

５０歳～

５４歳

26.4%

４５歳～

４９歳

10.9%

４０歳～

４４歳

　　10.9%

４０歳未満

18.1%

Ｎ＝1,169

10.0

11.0

13.4

15.2

9.3

50.3

49.3

9.3 3.7

4.1

1.1

2.9

9.4

11.0

0 20 40 60 80 100

　　一般

N=1,452

　　在宅

N=1,484

必要に応じて施設へのショートステイなど
を利用しながら、ずっと在宅で生活したい

有料老人ホームなどの介護付きの
住宅で生活したい

住み慣れた地域にある
施設で生活したい

施設で生活したい
（施設ならどこの地域でもかまわない）

わからない その他

無回答

（％）

自宅で介

護したい

37.5%

施設に

入所させ

たい13.0%
8.5%

わから

ない

14.1%

その他

3.8%

無回答

23.1%

Ｎ＝1,484

有料老人ホーム

などの介護付き

の住宅に入居

させたい

Ｂ 

（Ｎ＝「一般」＋「在宅」＋「施設」＋「若年」） 

Ｂ



十分しやす

くなった

37.2%

どちらかと

いえばしや

すくなった

44.2%

どちらかと

いえば変

わらない

6.8%

まったく変

わらない

1.7% 無回答

10.2%

Ｎ＝1,192

 

 

◆Ａ 介護予防に関する実態調査から 
＊対象／未申請、非該当、要支援１、要支援２、要介護１の高齢者 

(1)介護保険制度の改正 知っているは３人に 1 人 

【予防Ｐ４５】  

介護予防を重視した制度改正について、

「知っている」は 32.0％、「聞いたことはある」は

18.5％、「知らない」は 43.7％となっている。 

このため、制度改正の趣旨や介護予防に

関する正しい理解が十分には進んでいないと

考えられる。 
 

(2)介護保険サービスの利用回数の変化 変わらないが６割以上 

【予防Ｐ４７】  

介護保険のサービスを利用している人 

(1,756)人に、この１年間での介護保険

サービスの利用回数の変化を尋ねた

ところ、「変わらない」が62.0％と最も多

く、「増えた」が 12.6％、「減った、利用

しなくなった」が 21.2％となっている。 
 

(3)サービスの利用回数が減少した理由  

制度改正の影響が半数、次いで身体状況が改善 

【予防Ｐ４９】 (複数回答) 

サービス利用が減った・利用しなくなった人（373 人）に理由を尋ねたところ、

「制度改正で利用できなくなった、利用しにくくなった」が 56.6％、「要介護度・

身体状況が改善した」が 21.4％となっている。 

特に、前期高齢者の人は、「要介護度・身体状況が改善した」の割合が後

期高齢者に比べて高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

(4)介護保険サービス利用の満足度 満足しているは６割以上 

【予防Ｐ５０・５１】  

「満足している」が62.5％、「満足していない」が18.6％、「どちらでもない」が

18.9％となっており、「満足している」が大きく上回っている。 

満足していない人(310 人)の理由は、「もっと利用を増やしたいのにできな

い」が 54.2％、「これまで利用していたサービスが利用できなくなった」が

42.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｂ 高齢者等実態調査から 

(5)介護保険サービスを利用している理由 利用理由は病気が４割 

【高齢Ｐ５５】＊対象／「在宅」 

「病気になったため」が38.8％、「高齢による体力低下のため」が28.2％と

なっている。特に、後期高齢者は、「高齢による体力（筋力）低下のため」が

前期高齢者に比べて高くなっている。 

（％）

10.2

7.9

10.6

10.4

7.0

11.2

38.8

63.7

33.3

4.7

9.1

10.2

28.2

12.6

31.7

3.3

4.2

3.1

0 20 40 60 80 100

在宅全体

 N=1,192

前期高齢者

       N=215

後期高齢者

      N=975

病気になったため 骨折したため

高齢による体力（筋力）の低下のため 認知症（もの忘れをするようになった）のため
その他 無回答

 

(6)サービス利用による生活利便性の変化 利便性の向上は８割以上 

【高齢Ｐ５５】＊対象／「在宅」 

 介護保険サービスの利用で、生活が

しやすくなったかについては「十分に

しやすくなった」が37.2％、「どちらかと

いえばしやすくなった」が 44.2％で、８

割以上の人がサービス利用により利

便性が向上したと感じている。 

(7)介護保険制度の良い点 いろいろなｻｰﾋﾞｽを受けることができるが１位 

【高齢Ｐ５８】＊対象／「一般」、「在宅」、「若年」(複数回答) 

どの対象においても、「いろいろなサービスを受けることができる」が最も

多く、次いで「経済的な負担が少ない」、「家族への気兼ねが少ない」の順

になっている。 

特に、介護保険制度をよく利用する「在宅」では、「いろいろなサービスを

受けることができる」が 63.5％と突出して多い。 

（％）

54.2

34.7

30.0

12.2

4.8

4.0

12.4

8.6

0 20 40 60 80

いろいろなサービスを

受けることができる

経済的な負担が少ない

家族への気兼ねが少ない

自分で身の回りの事を
する気になれる

事業者に希望や
苦情を言いやすい

その他

特にない

無回答

N=4,105

 

(8)介護保険制度の悪い点  

在宅高齢者で手続きの面倒さ、一般高齢者で経済的負担 

【高齢Ｐ５９】＊対象／「一般」、「在宅」、「若年」(複数回答) 

 「在宅」、「若年」では、「介護認定の申請など手続きが面倒」が 26.3％、

45.3％、「一般」では、「経済的な負担が大きい」が 31.7％となっている。 

(9)介護保険制度の評価 在宅高齢者では８割以上が評価 

【高齢Ｐ６１】＊対象／「一般」、「在宅」、「施設」、「若年」 

「よいと思う」、「おおむねよいと思う」と制度を評価している割合は、「在

宅」では81.7％と最も多く、「一般」では68.4％、「若年」が67.8％と、おおむ

ね７～８割の評価を得ている。特に、介護保険制度を利用している「在宅」

での評価が、他に比べ高くなっている。 

（％）

12.9

34.6

21.9

33.2

8.1

8.5

14.1

8.0

50.7

17.7

29.0

59.8

44.5

3.8

23.9

1.1

3.5

4.2

2.5

1.8

4.8

1.9

5.1

4.6

0 20 40 60 80 100

　　一般

N=1,452

　　在宅

N=1,484

　施設

N=365

　　若年
N=1,169

よいと思う おおむねよいと思う あまりよくないと思う

よくないと思う わからない 無回答

 

 

25 .8%

15 .2%

23 .2%

3 .2%

42 .3%

54 .2%

9 .4%

3 .9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

その他の理由

もっと利用を増やしたい

のにできない

これまで利用していたサービスが

利用できなくなった

プライバシーが守られていなかった

ｻｰﾋﾞｽに対する苦情や要望などを

十分に聞いてもらえない

職員の態度が悪かった

サービス提供の手際が悪い、

技術が劣っている

わからない

4 .2%

減った、利用

しなくなった

21 .2%

変わらない

62 .0%

増えた

12 .6%

どちらでも

ない

18 .9%

満足して

いない

18 .6%

満足

している

62 .5 %

無回答

5 .8%

知らない

43 .7%

聞いたこと

はある

18 .5%

知っている

32 .0%

介護保険の実態調査（結果概要） 

（Ｎ＝「一般」＋「在宅」＋「若年」） 

＜満足していない理由＞（複数回答） 

Ｃ 

Ｃ

5.1%

8.6%

56.6%

6.7%

10.2%

8.0%

21.4%

7.0%

5.7%

7.7%

56.9%

7.1%

11.4%

8.1%

20.2%

8.4%

1.6%

11.1%

55.6%

6.3%

4.8%

7.9%

28.6%

1.6%

0% 20% 40% 60%

無回答

その他の理由

制度改正で利用できなくなった

利用しにくくなった

利用料の負担が大きい

ため、利用をやめた

ｻｰﾋﾞｽの質や内容

事業者が満足いくものでなかった

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ等のｱﾄﾞﾊﾞｲｽによる

要介護度・身体状況が改善した

家族による介護にした 前期高齢者

（N=63）

後期高齢者

（N=297）
全体

（N=373）

N=310 N=1,668 

N=4,310 

N=1,756 


